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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質-マイトジェン活性化プロテインキナーゼ（MAPK）シグナル伝達カスケードに関与するタンパク質をコードしています。哺乳類細胞で過剰発現させた場合、この遺伝子はRASおよびMAPKを介したシグナルを強力に抑制し、JNK活性を阻害することから、この遺伝子の機能はシグナル抑制である可能性が示唆されています。コードされているタンパク質は、NCOR1-HDAC3（核受容体コリプレッサー1-ヒストン脱アセチル化酵素3）複合体の必須サブユニットであり、この複合体はこのサブユニットを介してJNK活性化を阻害することが示されており、ホルモンを介したAP1（活性化タンパク質1）機能の拮抗作用の代替メカニズムとなる可能性があります。 [RefSeq提供、2008年7月],機能:Gタンパク質およびミトゲン活性化プロテインキナーゼを介したシグナル伝達を抑制する。,配列注意:フレームの選択が間違っている。,サブユニット:N-Corリプレッサー複合体の構成要素で、少なくともNCOR1、NCOR2、HDAC3、TBL1X、TBL1R、CORO2A、およびGPS2から構成される。,組織特異性:広く発現している。,
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	GPS2抗体を用いたRAW264.7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GPS2 ポリクローナル抗体を使用した RAW264.7 細胞のウェスタン ブロット分析。

